




愛知県出まれ。博士（教育学）。専門領域は、社会教育学・生涯学習論で、日本のまちづく

りや高齢化と過疎化問題に関心がある。最近では、自治体と一緒になって公民館や生涯学習

の共同調査を行ったり、多世代交流型コミュニティの構築を進めたり、さらには企業と一緒

に「ものづくりの社会化」プログラムなどを運営したりするなどの調査を進めている。著書に、

『公民館はどう語られてきたのか—小さな社会をたくさんつくる・１』『公民館をどう実践し

てゆくのか—小さな社会をたくさんつくる・２』『人生１００年時代の多世代共生—「学び」に

よるコミュニティの設計と実装』（いずれも東京大学出版会）など。現在、文部科学省中央

教育審議会生涯学習分科会臨時委員。

沖縄県那覇市出身。平成１２年京都精華大学入学、環境社会学科で市民参加まちづくりの基

礎を学ぶ。平成１９年特定非営利活動法人なはまちづくりネットに加入し、平成２１年度よ

り公民館リーダー。繁多川公民館は、文部科学大臣優良公民館表彰受賞、地域再生大賞優秀

賞受賞、朝日教育のびのび賞、農林水産安全局長賞。平成２６年３月より特定非営利活動法

人 1 万人井戸端会議を設立。同年４月より那覇市繁多川公民館の一部業務受託団体となり、

平成２７年４月より指定管理者。現在、繁多川公民館館長。平成２９年度から“アラブの春”

後のエジプトとネット中継での合同講座や現地訪問し、日本の公民館をつくる活動も展開中。

その他、ＮＰＯ法人１万人井戸端会議代表理事、ＮＰＯ法人まちなか研究所わくわく理事、那

覇市立識名小学校学校評議員、沖縄県立看護大学非常勤講師など。

詩人、詩業家、ＮＰＯ法人こえとことばとこころの部屋（ココルーム）代表。 奈良県吉野生

まれ。３歳より詩作、１７歳から朗読をはじめる。９２年から詩のワークショップを手がける。

２００１年「詩業家宣言」を行い、さまざまなワークショップメソッドを開発し、全国で活動。

０３年新世界フェスティバルゲートで、ココルームをたちあげ「表現と自律と仕事と社会」

をテーマに社会と表現の関わりをさぐる。０８年から西成区通称・釜ヶ崎で「インフォショッ

プ・カフェ ココルーム」を開き、喫茶店のふりをし、０９年向かいに「カマン！メディア

センター」開設。「ヨコハマトリエンナーレ２０１４」に釜ヶ崎芸術大学として参加。１６年、

地域の人たちと旅人とのであいをつむぎたいと考え、同商店街で３０数ベッドの「ゲストハ

ウスとカフェと庭 ココルーム」を開く。コロナ渦でも活動が停滞しないよう、さまざまな

工夫と配慮をしながら活動継続に努めている。 詩写真集「うた」（ＷＡＬＬ）、「こころのた

ねとして～記憶と社会をつなぐアートプロジェクト」（ココルーム文庫）、「釜ヶ崎で表現の

場をつくる喫茶店、ココルーム」（フィルムアート社）他。２０１４年度 文化庁芸術選奨文

部科学大臣新人賞受章。

ＮＰＯ法人地域サポートわかさ理事・事務局長。２００６年社会教育指導員として那
覇市若狭公民館に勤め、その翌年に非常勤館長、その後、一部業務受託団体事業責
任者、指定管理者の館長と４回の職名変更を経ながら若狭公民館勤務１５年目。 そ
の間、若狭公民館は、全国公民館ホームページコンクール、館報コンクール、インター
ネット活用コンクールにおいて、最優秀賞６回、優秀賞２回、優良賞１回受賞。第
70 回優良公民館表彰（２０１７年度）では「最優秀館」に選ばれる。現在、文部科
学省中央教育審議会生涯学習分科会臨時委員。



千葉県市川市生まれ。公民館利用サークル主催者の母 (２０１５年没 ) に連れられ、２歳で

公民館に利用者になる。大学でまちづくりとコンテンツ創作を学び、ゼロから何かを生み出

す生き方に取り憑かれ、地下アイドルを経てお笑い芸人に。お笑いコンビ「バーゲンセール」

のネタ書き担当としてテレビ出演やイベント企画に携わる (２０２０年解散 )。現在、新型

コロナがきっかけで仲間と千葉県の古民家に移住し、全国の公民館をまわりながら、公民館

のおもしろさを伝える活動を行う。趣味はバイクと車ＤＩＹ。

大阪府枚方市生まれ。吉本興業所属。１５歳まで風呂無しの貧乏家庭でたくましく育つ。お

金をかけた遊びができなかったため、遊び場はもっぱら公民館の図書室。おかげでものづく

りが好きになる。大阪ＮＳＣ卒業後、東京に拠点を移し、お笑いコンビ「ピーチキス」とし

て活動。俳優としてドラマ、映画出演も。現在はわさびちゃんとともに古民家に住み、

YouTube チャンネル「TABIBANANA ～古民家３人暮らし～」を企画運営する。

島根県益田市出身。益田市教育委員会社会育課。２０１７年より「ひとづくり推進監」として、

益田市全体のひとづくり施策を担当。未来の担い手、仕事の担い手、地域づくりの担い手を

一体的に育成し、特に、公民館を地域のひとづくりの拠点として、世代をつなぐことに重点

的に取り組んでいる。中学生の公民館での地域活動が活性化してきた中、２０２０年４月、

高校生や若者のサードプレイス、一般社団法人「豊かな暮らしラボラトリー」（ユタラボ）

を設立。対話を通して世代をつなぎ、活動を通して、ロールモデルの想いを体感する様々な

プログラムを保幼小中高で実施。特に、「益田版カタリバ」では、子どもから大人まで、毎年、

年間人口の２．５％が体験し、ひとづくりの輪は拡大している。持続可能なひとづくりが、

持続可能な地域づくりにつながると考え、社会教育がベースとなった市の施策へと進化中。

大畑自身は、２００２年から、親子の野外体験活動を創る「ネイチャーキッズ寺子屋」を主宰。

ペットボトルピザ作り（特許取得）等の様々なアクティビティを各地で展開中。

玖波公民館はかつて、事業がマンネリ化し、新規の来館者が少ない状態だった。そ
こで、公民館のイメージアップを図る「おしゃれな学び空間」として、「学びのカフェ」
を創設。自由に語り合うカフェタイムを設けるなど、参加者の交流を図り、住民同
士の絆を深めた。また講座内容にも工夫を凝らし、タイムリーで魅力的な講座を企
画し、大幅な刷新を図った。その結果、若者や中学生など、今まで来館したことが
ない参加者が激増し、まちを元気にする「地域ジン」が誕生。毎月の講座の手伝い、
オリジナルＴシャツ、テーマソング、地元の飲食店マップ「見知らんガイド」など次々
と作成。その後、空き古民家を利用した「古民家ｄｅカフェ」を開き、さらに、地
域総出演のファッションショー「くばコレ」の開催や、「ＫＵＢＡシネマ」開催へと
続き、地域を騒がせている。２０１４年度文部科学省優良公民館最優秀賞受賞。


